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○
農
林
水
産
省
令
第
六
十
三
号

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
米

穀
の
出
荷
販
売
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
五
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

米
穀
の
出
荷
販
売
事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

用
途
限
定
米
穀
（
第
二
条
―
第
五
条
）

第
三
章

食
用
不
適
米
穀
（
第
六
条
―
第
九
条
）

第
四
章

関
係
法
令
の
遵
守
の
た
め
の
体
制
整
備
（
第
十
条
）

附
則

第
一
章

総
則
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（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
用
途
限
定
米
穀
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
米
穀
（
食
用
不
適
米
穀
を
除
く
。
）
を
い
う
。

一

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
生
産

調
整
方
針
に
従
っ
て
、
用
途
を
限
定
し
て
生
産
さ
れ
、
若
し
く
は
出
荷
さ
れ
、
又
は
出
荷
後
に
用
途
を
限
定
す
る
た
め
区

分
さ
れ
た
米
穀
（
天
候
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
の
変
化
に
よ
り
同
条
第
二
項
第
一
号
の
生
産
数
量
目
標
を
上
回
っ
て
生
産

さ
れ
た
数
量
の
米
穀
で
あ
っ
て
、
用
途
を
限
定
し
て
出
荷
さ
れ
、
又
は
出
荷
後
に
用
途
を
限
定
す
る
た
め
区
分
さ
れ
た
も

の
を
含
み
、
政
府
又
は
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構
（
次
号
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い

う
。
）
が
保
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二

政
府
又
は
機
構
が
、
そ
の
用
途
を
限
定
す
る
旨
の
条
件
を
付
し
て
売
り
渡
し
、
交
付
し
、
貸
し
付
け
、
又
は
交
換
し
た

米
穀

２

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
食
用
不
適
米
穀
」
と
は
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ

り
、
販
売
し
（
不
特
定
又
は
多
数
の
者
に
授
与
す
る
販
売
以
外
の
場
合
を
含
む
。
）
、
又
は
販
売
（
不
特
定
又
は
多
数
の
者

に
対
す
る
販
売
以
外
の
授
与
を
含
む
。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
に
、
採
取
し
、
製
造
し
、
輸
入
し
、
加
工
し
、
使
用
し
、
調
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理
し
、
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
米
穀
を
い
う
。

第
二
章

用
途
限
定
米
穀

（
用
途
限
定
米
穀
の
用
途
外
使
用
等
の
禁
止
）

第
二
条

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
出
荷
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
用
途
限
定
米
穀
を
、
そ

の
定
め
ら
れ
た
用
途
以
外
の
用
途
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
出
荷
し
、
若
し
く
は
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

あ
ら
か
じ
め
農
林
水
産
大
臣
（
出
荷
販
売
事
業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
並
び
に
販
売
所
、
事
業
所
及
び
倉
庫
が

一
の
地
方
農
政
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
方
農
政
局
の
長
）
の
承
認
を
受
け
て
、
定
め
ら

れ
た
用
途
以
外
の
用
途
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
出
荷
し
、
若
し
く
は
販
売
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
用
途
限
定
米
穀
の
保
管
時
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
三
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
用
途
限
定
米
穀
を
保
管
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

他
の
用
途
に
供
す
る
米
穀
と
区
分
し
、
別
棟
で
又
は
別
に
は
い
付
け
（
包
装
し
、
又
は
容
器
（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ

ナ
バ
ッ
グ
そ
の
他
の
運
搬
具
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
入
れ
た
米
穀
を
整
然
と
積
み
上
げ
る

こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
て
保
管
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
繁
忙
期
に
お
い
て
倉
庫
の
収
容
能
力
が
不
足
す
る
場
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合
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
用
途
に
供
す
る
米
穀
と
と
も
に
は
い
付
け
を
し
て
保

管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

そ
の
用
途
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
、
票
せ
ん
に
よ
る
掲
示
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
号
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
他
の
用
途
に
供
す
る
米
穀
と
と
も
に
は
い
付
け
を
し
て
保
管
す
る
と
き
は
、
パ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
物
で
他
の
用

途
に
供
す
る
米
穀
と
明
確
に
区
分
し
、
用
途
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
票
せ
ん
に
よ
る
掲
示
を
行
う
こ
と
。

（
用
途
限
定
米
穀
の
販
売
時
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
四
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
用
途
限
定
米
穀
を
販
売
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
包
装
又
は
容
器
（
販
売
先
に
お
け
る
保
管
施
設
の
状
況
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
包
装
又
は
容
器

を
用
い
ず
に
販
売
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
送
り
状
）
に
、
そ
の
用
途
を
示
す
表
示
を
付
す
こ
と
。

二

そ
の
用
途
に
確
実
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
者
に
対
し
、
直
接
に
又
は
当
該
事
業
者
を
構
成
員
と
す
る
事
業
者
団

体
を
通
じ
て
、
販
売
す
る
こ
と
。

三

当
該
用
途
限
定
米
穀
の
販
売
先
と
の
契
約
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

イ

他
の
用
途
へ
の
転
用
の
禁
止
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ロ

違
約
金
そ
の
他
の
契
約
の
履
行
を
担
保
す
る
措
置

２

前
項
第
一
号
の
表
示
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
米
穀
（
天
候
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
の
変
化
に
よ
り
法
第
五
条
第
二
項
第
一
号
の
生

産
数
量
目
標
を
上
回
っ
て
生
産
さ
れ
た
数
量
の
米
穀
で
あ
っ
て
、
用
途
を
限
定
し
て
出
荷
さ
れ
、
又
は
出
荷
後
に
用
途
を

限
定
す
る
た
め
区
分
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
別
記
様
式
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
表
示
す
る
こ
と
。

二

前
号
に
規
定
す
る
米
穀
以
外
の
用
途
限
定
米
穀
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
用
途
に
応
じ
て
、
同
号
の
規
定
に
準
じ
て
表
示
す

る
こ
と
。

（
国
又
は
都
道
府
県
の
関
係
機
関
へ
の
報
告
）

第
五
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
そ
の
出
荷
し
、
又
は
販
売
し
た
用
途
限
定
米
穀
に
つ
い
て
、
定
め
ら
れ
た
用
途
以
外
の
用
途

に
供
さ
れ
、
又
は
供
さ
れ
る
目
的
で
出
荷
さ
れ
、
若
し
く
は
販
売
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
国
又
は
都

道
府
県
の
関
係
機
関
に
対
し
、
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
関
係
機
関
が
既
に
そ
の
事
実
を
知

っ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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第
三
章

食
用
不
適
米
穀

（
食
用
不
適
米
穀
の
保
管
時
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
六
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
そ
の
保
有
す
る
米
穀
が
食
用
不
適
米
穀
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に

掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

他
の
米
穀
と
区
分
し
、
別
棟
で
保
管
す
る
こ
と
。
別
棟
で
保
管
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
当
該
食
用
不
適
米
穀

が
他
の
米
穀
と
混
合
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
他
の
米
穀
と
明
確
に
区
分
し
て
保
管
す
る
と
と
も
に
、
他
の
米
穀
の
品

質
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
か
び
の
胞
子
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
に
当
該
食
用
不
適
米
穀
を
被
覆
す
る
こ
と
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

食
用
不
適
米
穀
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
よ
う
、
票
せ
ん
に
よ
る
掲
示
を
行
う
こ
と
。

（
食
用
不
適
米
穀
の
処
分
）

第
七
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
食
用
不
適
米
穀
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

廃
棄
す
る
こ
と
。

二

関
係
法
令
に
よ
る
規
制
に
も
留
意
し
つ
つ
、
食
用
以
外
の
用
途
に
確
実
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
者
に
対
し
、
直
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接
に
譲
渡
し
を
す
る
こ
と
。

三

自
ら
食
用
に
供
し
な
い
物
資
の
加
工
又
は
製
造
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
関
係
法
令
に
よ
る
規
制
に
も

留
意
し
つ
つ
、
当
該
物
資
の
加
工
又
は
製
造
に
自
ら
供
す
る
こ
と
。

四

仕
入
先
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
食
用
不
適
米
穀
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
食
用
不
適
米
穀
を
仕
入
先
に

返
品
す
る
こ
と
。

（
食
用
不
適
米
穀
の
譲
渡
時
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
八
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
前
条
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

食
用
不
適
米
穀
を
保
管
し
て
い
る
と
き
は
、
引
き
続
き
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

譲
渡
し
に
際
し
て
は
、
食
用
へ
の
転
用
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

イ

魚
粉
（
食
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
と
混
合
す
る
こ
と
。

ロ

他
の
米
穀
と
明
確
に
区
別
で
き
る
よ
う
、
着
色
す
る
こ
と
。

ハ

飼
料
を
製
造
す
る
工
場
そ
の
他
の
食
用
不
適
米
穀
を
用
い
て
食
用
に
供
し
な
い
物
資
の
加
工
又
は
製
造
を
行
う
施
設

に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
上
、
投
入
し
た
原
材
料
が
加
工
又
は
製
造
の
過
程
に
お
い
て
通
常
取
り
出
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
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て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
施
設
の
原
材
料
投
入
口
に
当
該
食
用
不
適
米
穀
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

三

食
用
不
適
米
穀
の
譲
渡
先
と
の
契
約
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

イ

食
用
へ
の
転
用
の
禁
止

ロ

当
該
出
荷
販
売
事
業
者
が
行
う
当
該
食
用
不
適
米
穀
の
使
用
状
況
の
調
査
へ
の
協
力
そ
の
他
の
契
約
の
履
行
を
担
保

す
る
措
置

四

譲
渡
先
に
お
け
る
当
該
食
用
不
適
米
穀
の
使
用
の
状
況
を
適
宜
確
認
す
る
こ
と
。

（
食
用
不
適
米
穀
を
原
材
料
と
す
る
物
資
の
製
造
時
に
講
ず
べ
き
措
置
）

第
九
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
第
七
条
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

食
用
不
適
米
穀
を
保
管
し
て
い
る
と
き
は
、
引
き
続
き
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

食
用
不
適
米
穀
を
原
材
料
と
す
る
物
資
の
加
工
又
は
製
造
及
び
販
売
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
。

第
四
章

関
係
法
令
の
遵
守
の
た
め
の
体
制
整
備

第
十
条

出
荷
販
売
事
業
者
は
、
前
二
章
に
規
定
す
る
遵
守
す
べ
き
事
項
の
内
容
に
基
づ
く
適
正
な
業
務
の
運
営
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
の
事
業
に
従
事
す
る
役
員
、
従
業
員
そ
の
他
の
者
に
よ
り
、
法
、
食
品
衛
生
法
、
米
穀
等
の
取

引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
六
号
）
そ
の
他
の
関
係

法
令
が
遵
守
さ
れ
、
米
穀
の
食
品
と
し
て
の
品
質
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
研
修
、
教
育
そ

の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
適
切
な
記
録
の
作
成
、
整

理
及
び
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
食
品
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
、
用
途
限
定
米
穀
の
用
途
外
へ
の
転
用
そ
の
他
の
事
実
が

明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
権
限
の
あ
る
機
関
の
求
め
に
応
じ
て
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
く

記
録
を
速
や
か
に
提
示
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法

律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
十
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
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の
伝
達
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
出
荷
又
は
販
売
を
さ
れ
た
用
途
限
定
米
穀
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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別記様式（第４条関係）

（１）加工品の原材料として用いられる米穀（（２）、（３）及び加工品であって、

その普及により米穀の新用途への利用が促進されるものの原材料として用いら

れるものを除く。）

加

（２）米穀以外の穀物の加工品に代替して用いられる米穀粉の原材料として用いられ

る米穀

粉

（３）飼料の原材料として用いられる米穀

飼

（４）（１）から（３）までの米穀以外のもの

「輸出用」等その用途が明確に分かる表示

備考

１ 大きさは、外円直径３０～４０ミリメートル、肉幅２～５ミリメートルとし、肉色は、青色

又は緑色とする。

２ 見やすい箇所への印刷、押印、シールの貼付その他の方法により、鮮明に付すものとする。


